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L研 究 目的
本研究 は、贈与行為の分析を通 して、 日本社会の近代化 と地域社会の変容 を描 き出すこ とを 目的と
してい る。その展開において、贈与行為が国民国家形成 と市場経済の進展にともない変容 し、近代的
贈与な るものが誕生 し、 さらに戦後にお ける近代の深化 とともに現代的位相 を示す さまを描き出す。
本論でい う贈与行為(gift-giving)とは、AとBと い う個人か集団か らなる少な くとも二者 を必要
とし、その間をモ ノが移動することをい う。贈与行為 は、一方的にモノが移動す るのみで終わるので
はなく、一定の時間差 をもって、反対贈与が行 われる。 そのや りとりがあたかも交換のよ うにみえる
ため、贈与交換(gift-exchange)と呼び、 日本 では 「贈答」 とい う現地用語が これを表 している。本
論でと りあげる贈答記録は、 この互酬性 を担保す る文化的仕掛け といえるだろう。本論では、贈 与行
為を反対贈与が想定 され、長期的関係 をもたらす ものと捉える。時間をおいて反対贈与がな され る理




地区にお ける調査(2001年)、日本民俗学の柳 田国男が計画 した山村調査(1934年～1936年)であ
る。調査は、イ ンタ ビュー、質問紙調査 を主 として、贈答記録 、新聞記事の分析 を交えて複合的な視
角か ら日本社会 にお ける贈与習慣 を捉 えることを試みた。
日本 の贈答習俗についてのまとまった研究資料 としては、昭和9年 から11年にかけて柳 田国男が
企画 した山村調査が最 も古いもの となっている。彼が考えた100項目の質問について、全国の山村69
箇所において民俗学者や各地の郷土研究家が聞 き取 り調査を行 った。本論では、その一次資料 といえ
る各調査村の採集手帳 を利用 した。贈答、村 のつきあい、仮の親子関係、親類の義理、協同労働、相
互扶助、婚姻、葬式に関する項 目を参照 した。
山村調査 を起点 として、その後の変化 を捉 えるために調査地のひ とつであった宮城県伊具郡丸森町
筆甫地区で追跡調査を2001年の5月 か ら8月 にかけて行った。5軒の世帯における聞き取 り調査 と、
その中の4世 帯に同年8月 の1ヶ 月間の もののや りとりを記録 して もらう質問紙調査を行 った。質問
紙調査の対象世帯は、農家3世 帯 と非農家1世 帯か らな り、農業生産物の贈与利用 についての意識や
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行動を捉えることを目指 した。
以上の山村における民俗調査 と現地調査の比較 を通 して、質問紙や聞き取 り調査 とい う調査者 によ
って企画 された資料か らは捉 えられない、被調査者 自身が作成 した贈答記録の存在が浮かび上がった。
そこで、山形県南陽市Y地 区の農家A家 が保存 してい る贈答記録(1772年～2002年)を分析 した。
山形県南陽市Y地 区の農家A家 は、享保年間か ら村 の肝い りを勤めた家で、村の行政文書 などを保
管 している家だった。調査は、2003年8月か ら2005年4.月までの期間にA家 への10回の訪問を中
心に、贈答記録の撮影、 目録作成 、内容分析、内容 に関す るインタビューを繰 り返 した。そ こで得た
資料が膨大な贈答記録 を含むA家 の私的文書群302点(葬式 ・法要113点、結婚58点、出産17点 、













第1章 では、本研究の前提 となる文化人類学にお ける贈与交換研究を レビュー し、その中における
日本 の位置づけを提示 した。古典的贈与研究において調査対象 とされた鋳造貨幣が存在 しない贈与経
済、本研究で取 り上げる近世 日本 のような鋳造貨幣 と米な どの物 品貨幣が混在す る貨幣社会、そ して、
ほぼすべてのモ ノが商品にな りうる現代社会は、時系列的に発展 していると考 えられる。
第2章 では、山形県南陽市の農家A家 の贈答記録 を分析 した。贈答記録 を扱 った民俗学、歴 史学、
人類学の先行研 究では、葬式や結婚式 に事例が集 中するが、本研究では、贈答記録 を残す機会全体を
検討す るために、その行事 と記録の全体像 を概観 した。贈答記録か らは、家系図や過去帳か らはみえ
ない家族成員の人生儀礼(結 婚 、出産、従軍、年祝い、旅行、就職 など)が 記録 されている。 また、
記録の残存数 か ら① 当主夫婦、②婚 出 ・独立す る前に死亡 した こども、③婚出 ・独立 したこどもとい
う家族間の階層性がみ られた。そ して、近火見舞いを事例 として、 日本の贈与行為において記録が現
実の社会 関係 を超 えて人間に贈与 させる機能 を持 っていたことを指摘 した。
第3章 では、伝統的な贈与機会 として葬儀 を取 り上げた。A家における1814年か ら1984年までの
22件の香典帳か ら、隣組 を中心 として執行 され る共 同体的葬儀、その後に葬儀社や ドライブインへの
外注が進む とい う変遷を明らかに した。また、香典の起源が食料か貨幣かとい う先学の問いに対 して
は、社会関係 による使い分けとい う事例が導かれた。A家 の事例では、19世紀か ら食料 ・品物 ・貨幣 ・
労働力によって香典が構成 され、高度 に貨幣化するのは1980年代以降のことである。 これは、伝統
的な葬式組 を中心 とした共同体的葬儀が、これ らの香典 と参列者や地域の人々の労働力 とい う相互扶
助 によって成 り立っていたこ とに依拠 している。共同体的葬儀 は、葬式執行組織の解体によって個人
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化 、脱宗教化、自由化 してい くことが先行研 究に描かれている。以上の伝統的贈与は、イエ を単位 と
して村落共同体内で行われ、贈答記録はその交際記録 といえる。
第4章 では、国民国家形成期である近代 に特徴的な従軍をと りあげ、それ にまつわる贈与を検討 し
た。 日本 において国民皆兵を旨とする徴兵制が しかれたのは1873年であ り、成年男子に とって兵士
になることは義務 となった。兵士 を送 り出す ことは、A家 を含む村落共同体 に新たな社会関係 をもた
らし、従軍する兵士への餞別や見送 り行事への参加 とい う形で現れた。それまで、社会関係がなかっ
た人か ら餞別が贈与 され、その関係 は一回起的、一方向的である。 この見返 りを期待 しない、国民で
あるがゆえの贈与行為を国民的贈与 と呼ぶ。
第5章 では、国民的贈与のよ り先鋭化 した事例 として、銃後の国民か ら前線 の兵士へ贈 られた慰問
袋 を新聞記事を資料 として論 じた。慰問袋は、国民の間で自発的には じま り、国民統合 、兵士鼓舞な
どの機能を軍隊、政府か ら認め られ、戦時下において盛んに贈 られた。 この国民的贈与が伝統的贈与
と異なるのは、それ まで贈与の主体になることが少 なかった女 こどもが行為主体 となった ことである。
これ らの贈与は、大きくは公共的贈与の一類型 となる。公共的贈与 とは、宗教的寄付や、子供や乞食
への贈与の事例に現れ るよ うに、社会関係 をもたない人に対 して一方的に行われる贈与である。
第6章 では、宮城 県伊具郡丸森町筆甫地区における農産物 の贈与を取 り上げた。 もっぱ ら購入 した
商品が贈 り物 となる都市部 と異な り、農山村では、農業生産物やその加 工品が贈 り物 とな りうる。昭
和初期には、改まった贈答には適 さない と価値づけ られていた農産物が2001年の筆甫地区において
は中元に用いられていた。そ こに現れているのは、 「なんでも買える都会」において 「自分がつ くった
野菜だか ら」贈 るとい う、都市 と対比 された山村 とい う地域や農業生産を行 う自己とい うアイデ ンテ
ィティである。現代 山村 においては、贈るために栽培す る、 自己表象のために贈与す るとい う贈与行
為の個人化が起 こっていた。
第7章 では、20世紀 を通 じて創造された新たな贈与機会を提示 し、贈 る主体の近代的変容を示 した。
前章までで論 じた近代における贈与行為 の変化には、贈 る主体 としての個人、共同体の変化が背景 と
してある。産業構造の転換、都市化などにより村落共同体は企業共 同体へ と比重 を移 し、家は生産の
単位でも場で もな くな り、生産、消費は個人 を単位 として行われ るよ うになる。新たな贈与機会であ
るク リスマスやバ レンタインデーにおいては、女性や こどもが活躍 し、贈与の意味 も変化す る。企業
によって創 られた贈与機 会であるバ レンタイ ンデーが行き着いた先の 「マイチ ョコ」とは、「自分への
ご褒美」 として高級志向の製品を自己消費す る行為のひ とつである。 これ らは、近代がよ り深化 した
現代社会においてみ られ る贈与行為の現代的位相 である。
5.結 論
近代 日本における贈与領域の変遷は、図1(次 頁参照)の 通 りである。以下の4つ の領域の うち、
国民的贈与 と個人的贈与が近代的な贈与領域 といえる。それぞれが国民国家形成 と市場経 済の進展に
よ り生まれた、近代に特徴的な現象であるがゆえである。
領域相互の関連は、国民的贈与が公共的贈与を土台 として生まれ、そ こでは家か ら脱 し、独 立 した
行為主体 としての個人が生まれた。 この近代的個人の誕生 と並行 して、伝統的贈与領域が徐々に変質
し、個人的贈与領域が急速に拡大 した。個人的贈与領域の生成 と拡大は、戦時において国家が共同体
やイエを通 じて個人支配 を実施 し、敗戦に伴いイエの紐帯が弱まったことを要因 としている。 この点








日本社会 においては文字に現れ る贈与 と現れない贈与があ り、記録 され る贈与習慣は特に通過儀礼
に突出 してい る。その理由は、通過儀礼が不定期 で、贈与者が多く、記憶のみ を頼 りに正確な返礼を
す ることが難 しいためである。その動機 が、被調査者がつけた贈答記録の資料的特徴 である。 これ ら
の贈答記録は 日本社会において贈与の義務、返礼の義務 を支 えるシステム、文化的装置 として機能 し
てきたのである。他に、本論で使用 した山村調査、インタビュー、質問紙調査な どは調査者がつけた
外的記録 である。 この双方 を用い ることにより多角的に日本社会における贈与行為を とらえることが
可能 になった。
日本の贈 り物は、近代化 にともなってイエを行為主体 とした伝統的贈与か ら個人や近代家族を行為
主体とした個人的贈与へ と重点が移 り、手段的なものか ら愛情や情緒の表現 としての贈与へ と機能や
役割、意味がシフ トした。先行研究 において、軽視 されてきた贈与の動機 としての情緒は、近代化に
ともな う人間関係の価値観の変化を反映 している。 また、千年 を超 える鋳造貨幣使用の歴史をもつ 日
本社会において、特に本研究で検討 した近世後期は、貨幣 は贈 り物でもあ り、商品や手作 り品 も贈 り
物であった。そ こでは、贈 り物は譲渡可能であ り、贈 り物 に込 められ る贈 り手の人格は、受 け取 り手
に返礼 させた りしない。モ ノに込め られた贈 り主の人格や使用者 の人格は、モノを捨てさせ ることを
拒むのみである。
以上みてきた ように、近代の 日本社会 において、贈与行為は、近代化による国民誕生、生活 のあら
ゆる面で進む個人化、産業構造の変化による共同体の変質、市場経済の発展による商品化 の完遂 とい
った変化 を背景 として、行為主体の変化 を反映させつつ、 ドラステ ィックに再生産 されてきた といえ
る。現代社会における贈与行為は、伝統的社会 を研究 した初期の人類学者が想像 した ように、近代貨
幣や市場経済の導入によって消えるのではなく、市場交換 との共存を経てますます活性化 し、花開い



















が充分に論 じ尽くされないまま、現代的な贈与形態としての 「個人的贈与」の分析へと論点が移行 している点、ま
たこの現代的な 「個人的贈与」の分析の部分は、それ以外の部分に比べて具体資料に基づく実証性が薄 く、やや思
弁的な印象を与える点など、いくつか内容的なムラの存在が惜 しまれる。しか し、こうした点を差し引くとしても、
本論文は当該分野におけるオリジナ リティーのある研究として認めるに充分な内容を有してお り、よって、本論文
は博士(学術)の学位論文として合格と認める。
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